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学習指導要領 都立六本木高校 学力スタンダード 
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ア 生物の特徴 

（ア）生物の共通性と多様性 

   生物は多様でありながら共通性をもってい

ることを理解すること。 

 

 

 

 

（イ）細胞とエネルギー 

   生命活動に必要なエネルギーと代謝につい

て理解すること。 

 

 

 

 

 

 

 

イ 遺伝子とその働き 

（ア）遺伝情報とＤＮＡ 

   遺伝情報を担う物質としてのＤＮＡの特徴

について理解すること。 

 

 

 

 

 

（イ）遺伝情報の分配 

ＤＮＡが複製され分配されることにより、遺

伝情報が伝えられることを理解すること。 

 

 

 

（ウ）遺伝情報とタンパク質の合成 

ＤＮＡの情報に基づいてタンパク質が合成

されることを理解すること。 

 

 

 

 

・ すべての生物は共通の祖先をもち、多様性を示

しながら共通性をもつことを知る。 

・ 原核生物と真核生物の存在を知り、代表的な生

物名を挙げることができる。 

・ 主な細胞小器官の名称・構造・主な働きを知る。 

 

 

 

・ ＡＴＰが生体内のエネルギーの通貨として働い

ていることを知る。 

・ 生命活動で酵素が働いていることを知る。 

・ 光合成によって光エネルギーが有機物に固定さ

れ、呼吸によってそのエネルギーが解放される

ことを知る。 

・ ミトコンドリアと葉緑体の起源について共生説

を含めて知る。 

 

 

・ ＤＮＡが遺伝子の本体であることを知る。 

・ ＤＮＡは二重らせん構造をとることを知る。 

・ ゲノムに関する基礎的な知識を得る。 

・ 染色体がＤＮＡとタンパク質からなることを知

る。 

 

 

 

 

・ 細胞分裂により、遺伝情報が伝えられることを

知る。 

・ 遺伝情報発現の基本的な流れとセントラルドグ

マについて知る。 

 

 

・ 生命現象がタンパク質によって行われているこ

とを知る。 
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学習指導要領 都立六本木高校 学力スタンダード 
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ア 生物の体内環境 

（ア）体内環境 

体内環境が保たれていることを理解するこ 

と。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（イ）体内環境の維持の仕組み 

体内環境の維持に自律神経とホルモンがか

かわっていることを理解すること。 

 

 

 

 

 

 

（ウ）免疫 

免疫とそれにかかわる細胞の働きについて

理解すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 体液には血液、リンパ液、組織液があることを

知る。 

・ 体液が体内を循環していることを知る。 

・ 血液の成分を挙げることができる。 

・ 血管系の構造と働きを知る。 

・ 肝臓、腎臓の働きを知る。 

 

 

 

 

 

 

 

・ 自律神経には交感神経と副交感神経があり、拮

抗的に働くことを知る。 

内分泌系の働きについて知る。 

 

 

 

 

 

 

・ 生体防御のしくみについて知る。 

・ 細胞性免疫、体液性免疫について知る。 

・ ワクチン療法、血清療法について知る。 
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学習指導要領 都立六本木高校 学力スタンダード 
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ア 植生の多様性と分布 

（ア）植生と遷移 

陸上には様々な植生がみられ、植生は長期的

に移り変わっていくことを理解すること。 

 

 

 

 

 

（イ）気候とバイオーム 

気温と降水量の違いによって様々なバイオ

ームが成立していることを理解すること。 

 

 

 

 

イ 生態系とその保全 

（ア）生態系と物質循環 

生態系では、物質が循環するとともにエネル

ギーが移動することを理解すること。 

 

 

 

 

（イ）生態系のバランスと保全 

生態系のバランスについて理解し、生態系の

保全の重要性を認識すること。 

 

 

 

 

・ 陸上には気候に応じて様々な植生があり、それ

らが遷移することを知る。 

・ 植生の変化に伴って環境も変化することを知

る。 

 

 

 

 

バイオームの概念を知る 

 

 

 

 

 

 

 

・ 生態系の構成について、基本的な事項を知る。 

・ 物質循環とエネルギー循環について知る。 

・ 生態系の変動と復元性について知る。 

 

 

 

 

環境と人間の活動のバランスについて考え、生態系

を保全することの重要性を知る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


